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(1) 平成 3年11月1日 富士砂防だより第8次治水事業五箇年計画特集
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えお防防の 保いて‘五るこう はしなな幸秋 一
私 てい L 事八現すては箇この生 ー いたど災い雨今のく S
た し、あと業百在るし社年と背活方ま昭れ害大前年砂り平本
ち まるいを八‘こよ会計が景の‘せ和まに沢線は防の成年
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゜もか空 くじする事要らに 8 す比らク 橋ちな土富のしち定次
とな りて °面事て‘こと回 ゜べ れラ がはき石士多ま富め治
変風 L.地私 務‘そっ目昭ててス 流大を流山いす士る水
わ を域た酉所急今てに和社いの さ沢得も麓年゜砂年事
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璽 的さ五カ、富て害なまに本と経 昭かた‘量 ゜ 事゜箇

rん箇ら士いを期すスのい済 和ら ゜大の 9 事安年
： 進と年地山る防間 ゜夕整 うて 54大し雨雨月 務全計
： め共 吾十域大のぎとこ 1 備指す 年盤かだを 19 所で画
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考る砂砂山 確なま業い ゜合 て出あき ゜は —----•一＇



第 5
 
号 (2) 

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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安

全

な
国
土
を
作
る
た
め
の
砂
防
事

業
。
土
砂
災
害
に
対
処
す
る
た
め
に
は
十

分
な
砂
防
施
設
の
整
備
が
必
要
で
す
。
豊

か
な
社
会
も
安
全
が
基
本
。

う

る

お

い

の
あ
る
生
活
。
私
た

ち
の
地
城
を
生
ん
だ
富
士
山
の
大
自
然
の

恵
み
を
受
け
、
地
域
と

一
体
と
な

っ
て
快

適
環
境
を
つ
く
る
た
め
の
お
手
伝
い
を
し

ま
す
。

自

然

を
大
切
に。

「
水
と
緑
の
砂
防

事
業
」
「
緑
の
砂
防
ゾ
ー
ン
」
な
ど
、
自

然
の
持
つ
特
性
を
生
か
し
た
施
設
づ
く
り

■治
水
事
業
五
箇
年
計
画
と
は

戦
後
の
荒
廃
L
た
国
土
て
芽
吹
き
は
じ
め
た
日
本
経
済
、
そ
ん
な
中
て
伊
勢
湾

台
風
な
ど
に
よ
る
大
災
害
が
相
次
ぎ
、
緊
急
か
つ
計
画
的
な
治
水
事
業
が
必
要
と

な

っ
た
の
て
す
。
昭
和
3
5
年
3
月
3
1
日
に
は
治
山
治
水
緊
急
措
霞
法
が
制
定
さ
れ
、

昭
和
3
5
年
度
以
降
五
箇

年
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
中
て
も
第
2

次
は
向
度
成
長
期
の
ま

っ
た
だ
中
、
目
覚
ま
し

い
経
済
成
長
の
た
め
に

五
箇
年
計
画
の
3
年
て

第
3
次
へ
と
バ
ト
ン
タ

写真に写っている人の大きさと比較

して芍ざざ℃ 絶えす崩壊を繰り返し、

人を寄せ付けようとはしない厳しい自

然、大沢崩れ。この厳しさも自然の持

つ一面です。安全な地域づくりのた

には災害の根本から取り組みたいと考

えています5
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(3) 平成 3年11月1日

l 憩いの空間、水と緑の砂防事業「猪の窪沈砂地」（完成予想図） 1 

緑に囲まれ、水とふれあい、額に汗して人間は自然と一体となる。うるおいある生

活に必要なレクリエーション空間。これからのゆとり社会は自然とふれあう機会や、

家族や友人と遊ぶ時間と場所がもっともっと必要となるでしょう。私たちがつくる砂

防施設の空間がその呟おこ竺つのであれば、「憩いの空閻」をつくるためのお手伝

いをします。

第1次 S35~39

第2次 S40~44

第3次 S43~47

第4次 S47~51

第5次 S52~56

第6次 S57~61

第7次 S62~H3

第8次 H4~8

大
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
て
す
。

そ
し
て
2
1
泄
紀
を

前
に
し
た
第
8
次
て
は
、

真
に
悶
か
さ
を
実
感
て

き
、
安
全
て
活
力
あ
る

形
成
す
る
重
な
期
間

と
し
て
、
計
画
額
の
増

社
会
に
す
る
た
め
の

質
な
社
会
資
本
整
備
を

ま
し
た
。

造詣の深かった物理学者寺田寅彦の言葉と伝えられてい

妥す。字は昭和47年：贔った扇状地をかけ下否土石流

の写真です。いつもは たちに限りない恵みを与えてく

えば恐ろしい災害となり、

害を防いで地域の人々の生

我々

ればなら
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富士砂防だより第8次治水事業五箇年計画特集 平成 3年11月 1日 (4) 

凌ぐ 頑•(I)四Ill.,.19→=-
参—＿ 大沢崩れ対策・調査工事から

落石・転石が絶えす、土煙すらたちのぽる大沢崩れ•••…。

大沢川の厳しい自然環境のもと、私たち冨士砂防工事事務所の実施してい

る海抜2.DDDm・調査工事現場にも、わすかながらの変化が見られます。

調査工事施工後（ハードな構造物の助けで回復された植生）

厳しい自然条件のもとて、今後の大沢崩れ対策事

業の可能性を見いだすために、調査工事が着工され

て今年て9年目を迎えます。カラ マツの立ち枯れも

確認され、植生が失われつつあった崩壊斜面は、土

砂移動防止のために施工されたハードな構造物の肋

けのもと、フジアザミなどをはじめとする植生が徐

々に回復しています。

このハードな構造物と植物との一見奇妙な共存こ

そが、自然を大切にする砂防事業のめざす将来像、

大自然の生み出す絶妙なハーモニーなのて｀す。

この小冊子は、静岡大学理学部の増沢助教授の御好意により、先生の 2

回にわたる講演の要旨をまとめ、さらに先生自らに一部加箸していただい

たものてす。富士山の標甜2,500m以上の大変厳しい条件下にある而山帯

て、植物たちがどのように生活し、子孫をふやし、生活の場を広げていく

か、興味深く語られています。

この冊子はお近くの図書館てご覧になることがてきます。是非：：：―読を。

建設省富士砂防工事事務所
〒418富士宮市三園平1100
TEL 0544(27)5221 

富士宮砂防出張所

〒418-02富士宮市上井出826-1
TEL 0544(54)0236 

士山を守り地域の安全に貢献する

富士山の極限環境に
生きる植物たち

新

・
刊

・
紹

介

『
富
士
山
の
極
限
環
境
に
生
き
る
植
物
た
ち
」
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